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午前中は車両解体作業現場、タンク解体作業現場等を確認 

○事務局  

それでは皆様おそろいになりましたので、ただ今より、平成29年度第２回福島県

原子力発電所の廃炉に関する安全監視協議会労働者安全衛生対策部会における東京

電力からの説明及び質疑応答を行います。 

開始に先立ちまして、部会会長であります福島県危機管理部政策監の五十嵐より

挨拶申し上げます。 

○五十嵐部会長  

皆さん、こんにちは。本日は、委員の皆様には出席いただきまして、また、東京

電力の皆様には御対応いただきましてありがとうございます。会議に当たりまして、

一言御挨拶いたします。 

まず初めに、日々、困難な廃炉作業に現場で懸命に取り組んでいただいている東

京電力、そして協力企業の皆様に、心より敬意を表したいと思います。 

引き続き皆様及び作業員等の安全第一を基本に、一つ一つの作業を着実に進めて

いただきたいと思います。 

  さて、今回は、我々労働者安全衛生対策部会としては初めての立入調査というこ

とになります。午前中、これまで何度も部会で取り上げてきました車両整備工場、

さらには車両解体現場を確認させていただきました。また、高所作業で線量も高い

タンクの解体作業、その作業現場においての安全対策等の状況も確認させていただ

きました。 

  この会議におきましては、こうした現場での労働環境改善、さらには被ばく低減

対策等の具体的な取組について、さらに説明を受けて確認したいと思います。 

  先日、中長期ロードマップが改訂されております。燃料デブリの取り出し方針等

も示されましたが、今後、高線量下での作業等の増加が見込まれ、作業員の被ばく

低減対策などますます重要になってまいります。 

  本日は、委員の皆様には忌憚のない御意見等を賜りますようお願い申し上げまし

て挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局  

続きまして、本日の出席者ですが、石田専門委員、大越専門委員、岡嶋専門委員、

片倉専門委員、兼本専門委員、宍戸専門委員、原専門委員、藤城専門委員、村山専
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門委員の計９名に御出席をいただいております。 

  なお、片倉専門委員につきましては、山口専門委員の後任としまして９月１日付

で就任をいただいております。片倉専門委員、よろしくお願いいたします。 

  また、そのほかの出席者につきましては、配付しました出席者名簿をもって紹介

にかえさせていただきます。 

  では、引き続きまして、東京電力の出席者紹介についてよろしくお願いいたしま

す。 

○東京電力  

それでは、東京電力の出席者を御紹介いたします。 

  まず、副所長の田南でございます。その隣が防災安全部長の新井です。資材物流

ＧＭ（グループマネージャー）の福富です。救急医療ＧＭの須藤です。建築第四Ｇ

Ｍの大淵です。保健安全ＧＭの竹中です。水処理土木第三グループの伊藤です。廃

炉育成ＧＭの森田です。 

  以上、今御紹介した者が説明者及び質問回答者です。後ろのほうにも質問回答者

がおりますが、本日は紹介を割愛させていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

○事務局  

それでは、説明、質疑応答に関する進行につきましては、部会会長である五十嵐

政策監にお願いいたします。 

○議長  

議事・質疑応答、説明に入りたいと思います。 

  まず、東京電力から事前に送付させていただきました資料１及び資料６と７につ

いては、時間の都合上、この場での説明は割愛させていただきます。資料２から資

料５までの説明について30分程度を目途にお願いします。 

○東京電力  

それでは、資料の説明にこれから入っていきますが、今、議長から言われた資料

６ですが、差し替えというものを入れさせていただいております。変更部分につい

て、最後に当社から御説明させていただきます。 

  また資料２も差し替えということで事前にお渡しした資料とは若干違っておりま

す。こちらは説明いたしますが、一応差し替えということで、以前お渡しした資料
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とは違っております。 

  では資料２から説明に入りますが、その前に、今日、車両解体の現場を見ていた

だきましたが、実際には、潰しているところなどを見ていただいておりません。動

画を撮っておりますので、まずそちらをご覧ください。 

〔動画開始〕 

○東京電力  

こちらが、本日御説明できなかった部分を補足するものです。 

  まず、飛散抑制剤ですが、こちらの材料を一斗缶の中から開けまして、後ろにオ

レンジ色のタンクがありますが、この中で全体量、約１㎥程度の調合を行います。

希釈が500％、６倍希釈で調合するような形になっています。これを噴霧し、車両全

体にかけます。これは撮影用に撮ったものですから、随分遠くからまいていますが、

実際は車両の近くでまいております。 

  それから、取り扱う解体前の車両ですが、こちらはサーベイをまずしっかり行い

まして、車両の汚染レベルを確認いたします。 

これは抜油をしているところでして、燃料等を抜き取りいたします。 

このほかに、例えばエアバッグですとか、あるいはフロンやバッテリー、そうい

ったところの取り外しも事前に行います。作業員がドラム缶に詰めまして、構内の

所定の管理エリアで保管いたします。 

  こちらは１mSv/h以上に汚染した車両です。扱う場合に、吹き流しが見えますが、

風下側でダストサンプラーの測定を行います。ダストサンプラーの測定時間は10分

間です。ダストサンプラーから取り出した、ダストろ紙に関しましては、大型休憩

所などの低線量のエリアに行きまして、バッググランドが十分小さいところで測定

を行っています。 

  これは、重機の先に解体する爪といいますか、ニブラがついた重機でございまし

て、こちらでトレーラーを解体しているようなシーンです。こういった形で大枠を

解体していきます。この重機はちょっと変わっていまして、上のほうに運転席がス

ライドしているのが見えるでしょうか。この後、ベーラーという圧縮機に入れる際

に、これからつかんで入れますが、この運転席が下からですと見えづらいというこ

とで、上にスライドするような重機を用いております。 

  こちらがスクラップベーラーでして、上から圧縮する材料を投入します。まず、
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上から一度ふたで圧縮がかかります。この後、短辺方向、長辺方向、２方向に圧縮

がかかり、最後、出口からサイコロ状に、60センチ角になったものが出てきます。

これで減容ができるという状態です。 

  以上、本日、現場で御説明できなかった内容のビデオ説明です。 

〔動画終了〕 

○東京電力  

引き続き、資料の説明をします。 

お手元の資料の中で、資料２の差し替え資料と書いてある部分について御報告さ

せていただきます。 

  この資料は、前回の部会の折に提出した内容と重複する部分がありますので、ポ

イントのみ御説明します。 

  ２ページ目の概要、235台の高汚染車両も含む車両解体については前回と変わって

おりません。 

  ３ページをご覧ください。 

  工程につきまして、資料の左下に10月までの解体・撤去の工程を書かせていただ

いております。この10月で完了する予定です。 

  進捗状況、10月11日現在ということで、こちらの進捗状況を新しくするために、

今回差し替えをさせていただきました。対象車両235台に対し、減容化完了したもの

が217台ということで、全体で92.3％の進捗となっております。残り18台ですが、本

日見ていただきました大型トレーラーの牽引部分、ヘッド部分ですとかそのトレー

ラー、あるいは250トンのラフタークレーンという大物もありますが、大部分は、発

電機というものもありまして、そういったものが残っております。今後、作業をす

る予定です。 

  それから、４ページ、５ページは、前回掲示の写真と同じなので説明を割愛させ

ていただきます。 

  ６ページですが、前回御指摘の中で、飛散防止対策について計画書のほうに記載

をお願いしますということでしたので、飛散防止対策として計画と、今回、測定結

果がわかっていますので、そこをお知らせいたします。 

  まず、飛散防止対策ですけれども、0.1mSv/h以上の線量の車両について取り扱う

場合は、作業前に飛散防止剤の散布を行います。飛散防止剤の仕様としては、日本
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ペイント製のフリーベストというものを使います。塗布量は、１㎡当たり0.5 kgか

ら１kgを標準としておりまして、希釈は、先ほどビデオの時にもお知らせしました

が500％、６倍希釈で使用しています。 

  それから測定結果ですが、測定をする場合、先ほど見ていただいたベーラーの風

下のほうに行って測定をするわけですが、管理値といたしては、弊社の全面マスク

着用基準が２×10－４Bq/cm³で、その４分の１の５×10－5Bq/cm³未満ということで、

ここを一つの目安で管理しています。測定結果は、バックグランド相当の値でして、

有意なダストは今回の中では測定されていないという結果です。測定値はこちらに

書きましたが、4.4×10-６Bq/cm³から1.1×10-５Bq/cm³ということで、先ほどのマス

ク管理基準の最大でも５分の１程度の値でした。測定箇所は、先ほど御紹介した大

型休憩所の中、最初のころにＷ１ヤードでそのまま測定していましたので、一部Ｗ

１ヤード、もっと線量の低いところに行こうということで、大部分の値がこの大型

休憩所で確認したものです。昨日10月11日現在で、延べ41日間測定をした結果とな

っています。以上です。 

○東京電力  

続いて、構内専用車両の関係ですが、まずこちらを説明する前に、汚染車両につ

いて、８月に新聞等で報道があった１Ｆの構内から持ち出された汚染車両の今後の

対応について、現段階でわかる範囲でお話しさせていただきたいと思います。 

  福島原子力発電所の事故当時、車両持ち出しを確認できる状況になかったわけで、

敷地内にあって線量の高かった通勤車両が敷地外に持ち出されたことがあったのは

事実です。当社は、該当車両を今調査、回収している状況です。今現在、対応して

いる車両２台が不明の状態を除き、2015年４月ごろに全て調査、回収はおおむね完

了している状況です。本件については、社会の皆様に御心配をおかけして申しわけ

ありませんでした。 

  それでは、７ページ目の構内専用車両の運用状況及び車両設備について御説明さ

せていただきます。 

  ８ページ目は、いつもの進捗状況でございます。黄色の（ａ）の合計のところを

見ていただくと、829台の対象車両に対して、ブルーの（ｂ）のところの536台が終

了しており、未点検整備車両台数が293台、点検整備率が65％となっております。 

  ２については、前回もお話ししましたので割愛させていただきます。 
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  ９ページ目をご覧ください。 

  今までは、構内専用、赤ステッカーの車両がどんどん増えてきたので、整備をし

なくてはいけないという状況でありましたが、今後ちょっと方向転換をするという

ことで、こちらに書いてあるように現状の発電所構内には、今日、現場で見たとは

思いますが、汚染している当社と企業様所有の「構内専用車両（赤ステッカー）」、

あと「重機」、今、「赤札車両」という言葉を使っておりますが、1,000台を超過し

ています。これから構内をクリーン化するに当たって、やはり発電所構内で汚染し

ている車両が走行している状況はよくないのではないか、改善が必要ではないかと

いう状況です。 

さらに、使用できない故障車も放置されていて、駐車場の保管容量も超過してい

る状況です。 

  矢印の先にありますが、震災以前の普通の現場に戻すために、まず発電所構内を

きれいにしたいということで、構内で使用する車両は作業で必要な車両だけに整理

しまして、一般車両のナンバー付に入れ替えていこうと考えております。 

また、汚染しない現場にしたいと。Ｙゾーンを極力小さくして、汚染拡大防止を

図っていきたい。 

また、構内で使用する車両・重機については常に整備された状態にして、人身災

害や車両からの漏油を極力なくしたいと考えております。 

  今後は構内で使用する車両、重機の運用で、車両検討ワーキンググループという

のを立ち上げまして、一応目標ですが、2020年度までに段階的に、今1,000台ある構

内専用車両を、今度は300台、最後に400台と、この年になくそう、削減していこう

と。最終的には「ゼロ」を目指す検討を開始しました。 

  なお、未点検整備車両で残っているものについては、なくなるまでは継続して点

検整備を実施していきたいと考えております。 

  10ページ目は、前回、大型車両の（点検整備の）短縮化を行ってきまして、内容

は上の部分です。赤のところに書いてあるのが改善効果です。今まで、車が入って

いる平均滞留期間が３週間だったのが、２週間と１週間と削減されたので、効率的

に回っている状況です。 

  また不稼働車については、段階的になくしますが、この削減とあわせて処分・保

管方法についても検討を開始しております。当面は、今、稼働しているものは赤ス



-7- 

テッカーを張っていますが、削減する車や故障しているものについては、青い「使

用禁止車両」という張り紙を張って、不稼働車からまず一時駐車場所に移動してあ

げないとナンバー付車両が入れませんので、それを入れ替えていくような形で今検

討を開始しております。 

  11ページ目です。こちらは重機の点検です。これは法令に基づいて、上から６台、

34台、13台、終わっています。私からは以上です。 

○東京電力  

救急医療及び搬送体制について御報告します。 

２ページ目は、１Ｆ救急医療室です。 

  救急医療体制ですが、医師と救急救命士、看護師、事務員４名の24時間体制で対

応しております。医師につきましては、当社の医師１名に加え、救急医療体制ネッ

トワークより派遣されている医師で賄っています。救急救命士につきましては、日

本救護救急財団より派遣していただいています。 

  大きなぽつの２ぽつ目ですが、可能な救急処置ということで、救急医療室（Ｅ

Ｒ）は、初期診療をするところでして、１ぽつ目の負傷、熱中症、心筋梗塞等の救

急医療を必要とする患者に対して初期診療を実施いたします。重症患者の場合には、

必要に応じて現場へ救護に向かうこともあります。その後、ＥＲで処置をした後、

後方医療機関への搬送の要否をＥＲの医師が判断して搬送の要否を決定いたします。

その他、軽微な傷病につきましても、受診した患者に対する初期診療については行

っております。 

  ３ページ目になります。 

  これが救急医療室への入室の動線になります。絵の左側が構内、右側が構外とい

うことで、構内からは入退域管理棟と大型休憩所を結ぶ連絡通路の下がちょうどＥ

Ｒの入り口になります。 

４ページ目の写真４枚があると思いますが、構内から入ってくる場合には、最初

に右上の「除染室」と書いてあるところに傷病者が到着することになります。そこ

で保安班がサーベイを行い汚染なしを確認し、診察室のほうへ入るようになります。 

構外につきましては、通常、現場へ行くところのゲートから来る場合と、もう一

つは、自力で歩けない場合とか重症者の場合には、運転手が着替えるところがある

のですが、そこからＥＲへ直接、ゲートを通らないで入る方法をとっております。 
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  ４ページ目になります。 

医療室の中の写真になります。医療室全景です。医療室の中にはレントゲン、救

急カート、外傷縫合セット、酸素ボンベ、ベッドサイドモニターなどが備わってお

ります。 

  ５ページになりますが、医薬品の配備関係になります。１番として、初期診療に

必要となる医薬品。２番としましてヨウ素剤。ヨウ化カリウム３万錠を用意してお

ります。３番に放射性物質が体内に取り込まれた場合に体外への排出を促進する体

内除去剤（キレート剤）として、セシウムのときにはプルシアンブルー、プルトニ

ウムなどのときにはＤＴＰＡを用意しています。救急医療室については以上です。 

  次に救急車の稼働状況ですが、７ページをご覧ください。 

  救急車ですが、今１Ｆに４台ありまして、構内に２台、構外車として構外の車庫

に２台準備しております。右上の写真が、救急車の中の写真になります。 

  ８ページをお願いします。 

  救急車の仕様ですが、４台全て高規格救急車と言われるものを準備しております。

高規格救急車とは、救命救急士が高度な処置を行える資機材を搭載しており、なお

かつ傷病者収容部分、ストレッチャーを積むところが走行時の振動を患者さんに与

えないような緩衝装置がついた防振架台を装備しているものです。 

  積載している資機材は、下に列記しております。後で御確認ください。 

  ９ページは救急車の稼働状況になります。トータルで４回稼働しております。１

件目、４月の場合は、「心筋梗塞疑い」でドクターヘリ、このときには郡山海岸の

駐車場をドッキングポイントとし、患者さんを公設の救急車で運びましたが、その

後にＥＲの医師と救命士を載せてドッキングポイントまで同行したことで、それが

１回カウントになっております。グラフの中で青色が構内です。構内、傷病者が発

生した場合に、ＥＲに運んでくる方法が２つあり、自分たちの業務車で運ぶという

のが１つです。業務車等がなくて運べない場合には、救急医療室のほうから救命士

と事務員が、事務員が運転手となって救命士を連れて現場へ向かって救護に当たり

ます。それが構内２件です。構外１件が８月です。企業棟のバス待合所で倒れられ

て、心肺停止だったのですが、このときに救護に向かったのが構外１件で、今年度

につきましては４件になっております。 

  10ページ目は、搬送体制を参考として載せております。今までの説明と重複しま
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すので、説明は割愛させていただきます。 

  次ページからですが、ヘリポートを使用した訓練・課題等についてです。 

12ページをお願いいたします。 

  ヘリポートの運用につきましては、運用開始日が平成29年５月９日になっており

ます。運用時間は、福島県のドクターヘリコプターの運航時間と同じです。１月か

ら４月と８月から12月の間は８時30分から17時まで。５月から７月は８時30分から

18時までということで、どちらもドクターヘリは有視界飛行が原則らしく、日没前

までの運航となります。 

  使用の範囲ですが、１ぽつ目で救命救急活動、２ぽつ目が災害救助活動、３ぽつ

目がその他、活動のための訓練等となっております。 

  ヘリポートですが、使用航空機の条件としまして、全長と全幅が20ｍ以下。機体

の全装備重量が１万1,000kg以下になっております。 

  13ページをお願いいたします。 

  １Ｆのドクターヘリの離着陸訓練です。今年６月20日に実施しております。10時

30分から10時55分にかけて、１Ｆ構内で傷病者が発生し、ドクターヘリを要請して

救急搬送することを想定した離着陸訓練を実施しております。時系列の詳細につき

ましては、省略いたします。 

  14ページは離着陸訓練の実績と課題になります。 

  ヘリが１Ｆのヘリポートに着陸したときに、保安班がヘリをサーベイします。パ

イロットと整備士一緒にヘリに乗ってきますが、ヘリに部外者を近づけたくないと

いうものがありまして、最初の訓練のときにサーベイに行こうと思ったら止められ

たということがありました。そこのところを調整して、整備士及びパイロットに確

認してからやるような運用にしました。外から来るヘリコプターですので、何回か

サーベイの実績を積んで、問題なければサーベイの有無についても航空運航会社と

これからやらなくてもいいかどうかの調整をしていきたいと思っております。 

  ２ぽつ目ですが、離着陸時の周辺道路通行規制ということで、ここのヘリポート

は、事務本館の西手にありますが、ちょうど発電所への進入路と企業棟への道路に

挟まれたところにありまして、そこの交通規制を必要とします。そのための誘導員

を招集するのが、訓練の日はうまくいきましたが、実際に８月２日に使ったときは、

時間もなく、ぎりぎり間に合ったという現状でした。誘導員は誰がやるということ
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は決まっていますので、誘導員に直接行うよう申し合わせております。 

  ３ぽつ目ですが、ヘリは、普通は福島医大にありますので、ここに来るのに20分

ぐらいかかりますが、仮に、いわきの共立や南相馬市民病院などの、出先から直接

こちらに来るとなると、20分かからないで到着してしまいますので、この通行規制

をする準備も必要になってきます。ヘリを要請するのは広域の消防なので、要請し

たと同時に１Ｆのヘリポートを使うのであれば、そのタイミングで１Ｆのヘリポー

トの使用許可をうちにも連絡を欲しいということで、消防と今調整中です。 

  最後のぽつです。誘導員の配備につきましては、ヘリポート周辺、近隣交通あり

ますので、その辺のことが書かれております。 

  最後のページになります。 

  使用実績は、双葉広域消防からの要請の１回であります。これは、１Ｆの構内で

起こった傷病者の搬送のためにドクターヘリが来たわけではなく、町内の減容施設

のプラントで墜落災害がありまして、そのときに１Ｆのヘリポートを使用させてく

れという連絡が来たときの１回のみです。以上です。 

○東京電力  

資料４の危険体感施設について、御説明させていただきます。 

  ２ページ目ですが、本施設の目的としまして、１Ｆで起きました墜落死亡災害の

教訓や多発しています事故事例の関係から、その危険性と安全対策の重要性を作業

員の方々、作業にかかわる方々に認識していただいて、作業を安全に行える力量を

養っていただくことを目的としております。 

  訓練項目としては、記載の12項目となっておりまして、落下衝撃力体感訓練から

以下、狭隘部体感訓練まで、この８項目を危険体感訓練の標準項目として扱ってお

ります。放射線作業困難性体感訓練以下４項目については、希望がありましたら皆

様にこういった訓練を提供するといった形となっております。 

  続きまして３ページ目ですが、受講の対象者になります。危険訓練体感訓練に関

しましては、放射線従事者全員に対して受けていただくこととしております。また、

平成29年度より狭隘部体感訓練を追加しております。これは、※で示していますが、

平成28年12月にヒューマンエラーによる重要設備の安全確保設備の停止の対策とし

て、平成29年度よりこのような訓練を追加しております。 

  今までに危険体感訓練につきましては約1,000回程度、また狭隘部体感訓練につき
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ましては116回開催しております。 

  ４ページ目には受講実績を記載させていただいております。 

  本体感施設につきましては、平成27年３月から訓練を開始しております。平成29

年８月現在まで、社員にしましては延べ2,000人程度、企業さんにつきましては

8,000人程度、合計１万人程度の訓練を実施している状況です。 

  最後、５ページ目に訓練風景の写真を記載しております。説明は以上になります。 

○東京電力  

資料５のフランジタンク解体方法について御説明させていただきます。 

  ２ページ目をお願いいたします。 

  フランジタンクは、全基で333基ございます。これを2015年６月８日から解体を開

始いたしまして、これまで150基が解体完了しております。今後、残りの183基につ

いては、順次解体を実施する計画です。 

  下に図面をつけていますが、赤で囲まれたエリアについては解体済みエリアとな

っておりまして、青についてが、今後解体を予定しているものです。また、今日御

視察いただいたＨ６のエリアも、９月20日現在なのですけれども、２基が完了して

いますので、150基プラス２基分が完了することになります。残りが181基となりま

す。 

  ３ページ目をご覧ください。 

  ダスト飛散抑制対策及び解体フローについてですが、下の解体フローを見ながら

御説明したいと思います。 

  解体の手順といたしまして、タンク内の汚染水を底板から約10㎝までの水を抜き、

水の移送をします。続いて、散水・残水処理ということで、上部からタンク内部に

散水を行いまして、残っていた水位10㎝の残水を処理します。続いて、タンク内部、

水が無くなりますので、それ以降は、先行塗装と局所排風機、あと解体で必要な歩

廊の設置を行いまして、この塗装が終わった以降、解体を順次行っていきます。塗

装が終わりましたら、天板から側板、側板から底板という順番で解体を実施してお

ります。 

  ４ページ目はタンク内部の先行塗装について、具体的に写真を見ながら御説明し

たいと思います。写真の右のほうが、先行塗装の機械を設置した状態で、真ん中に

細い管があると思いますが、これは塗装前の設置状況になります。セットが終わり
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ますと、下の写真で先端のノズルからグレーの色が変わったところがありますが、

これを回転しながら側板部分と底板に噴射し、放射性物質を閉じ込めるという塗装

を行っております。 

  ５ページ目をご覧ください。 

  仮設天板の設置ということで、日々解体を行っておりますけれども、作業を終了

した時点で天板を設置しまして、外に漏れないよう飛散防止をしております。実例

で写真をつけていますが、バルーン式の仮設の天板ですけれども、これを作業が終

わった段階で上から蓋をします。図面の下のほうに固定の仕方が書いていますが、

確実に固定しまして、また、雨が入るおそれもありますので、カバー膜というもの

もしっかりつけた段階で外への飛散防止と雨の浸入を防ぐということで現場のほう

は実施しております。 

  ６ページ目はタンク解体・残水処理時のダスト管理です。タンク解体期間中につ

いては、日々、作業前と作業中、作業後にダスト測定を実施しております。作業管

理基準につきましては、先ほどの汚染車両の解体とも同じですが、管理基準といた

しまして５×10-５Bq/cm³ということで、マスク着用基準の４分の１の数字を設定し

ています。 

  具体的に、作業前については、天板または仮天板を撤去する前にタンク内部のダ

ストを測定しています。作業中は、クレーン作業もしていますので、安全が確保で

きるタイミングで作業中に一度、タンク周辺のダスト測定をしています。 

最後、作業が終わりまして仮天板を設置した後も、タンク周辺のダストの測定を

しまして、基準値を超えているかを確認しながら日々作業を実施しております。 

  ７ページ目をご覧ください。 

  まず、ダスト管理（２）ということで、ダスト測定ポイントについては、当該の

解体タンクの東西南北方向の４方向で測定を実施しています。そこで、作業管理基

準を超えてしまった場合の後のフォローですが、まず、超えてしまった形になった

場合は、作業を一時的に中断します。下に書いていますフローの、以下の対策を速

やかに実施しますということで、まず１つ目が、水をタンク内に噴霧させて、ダス

トの舞っているのを抑え込もうということです。もう一つ目が、集塵能力の増強と

いうことで、１分当たり30㎥の集塵機ですけれども、これを100㎥クラスに能力を上

げまして増強させてあげようと。この対策を行いまして、作業基準未満かどうかも
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う一度測ります。ここで下がっていれば、集塵機、この能力を使いつつ作業を実施

します。これがもしだめであれば、完全に作業を中止し、仮天板の設置をして、ダ

ストが下がるまで作業を絶対しないという形でダスト管理を行って工事を実施して

おります。 

  また、152基解体していますが、この基準値を超えるようなことは一度もありませ

んでした。 

  ８ページ目はタンク内における被ばくの低減ということで、作業員がタンクの中

に入ることがあります。これは底板の接続部のボルトの撤去作業について作業員が

中に入りますので、この被ばくの低減ということで、主にこれはタンクの中はβ線

のほうが高いです。そのために、周りについては型枠が、木製型枠剤のコンパネと

私どもは言っていますが、横方向からはこのコンパネで遮へいします。下からのも

のについては、ゴムマットを敷きまして、これで被ばくの低減をさせて作業効率を

増やしているということで、この遮へい効果は約４割程度の効果があるというとこ

ろを確認しています。 

  ９ページ目をご覧ください。 

  汚染拡大防止対策の取組ということで、タンクの中でも作業をしますので、タン

ク内の作業員の装備、アノラック・作業靴ですけれども、これに汚染の付着があり、

タンク外に出たときに汚染が拡大するということが予想されますので、各作業エリ

アを区分しまして、タンクの中に入る場合ではタンクに入るところの専用のチェン

ジングプレースを設けるとか、堰内での作業については堰内用のチェンジングプレ

ースを設けて、作業を区分化しております。そこで服の着替えや靴の履きかえなり

を管理して、汚染の拡大防止に努めています。 

  具体的な例としまして10ページに写真を添付しています。今回、御視察でいろい

ろ見られたと思いますが、そのとおり適材適所にチェンジングプレースを設けて作

業を実施しております。説明は以上です。 

○東京電力  

続きまして、資料の11ページ以降ですが、フランジタンク解体作業員の内部取込

みについて、一月ぐらい前に発生した内部取込みの御説明をさせていただきます。 

  12ページの事象の概要については、９月８日、先ほど御説明したフランジタンク

の解体作業において、底板のボルト撤去作業に従事していた作業員が、休憩のため
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協力企業棟休憩所に戻った際に、体表面モニタの警報により身体汚染が判明しまし

た。 

  汚染は鼻の周辺に確認されまして、さらに鼻腔内部についても測定をした結果、

汚染を確認したため、内部取り込みがあったものだと判断いたしました。内部被ば

くの量は、約0.01mSvと評価しています。Ｂエリアのフランジタンク他除却工事とい

う工事で発生したものでして、装備については割愛しますが、アノラック上下を着

用するフル装備で作業をしておりました。 

  時系列については、こちらに記載のとおりです。 

  13ページの作業エリアの状況ですけれども、資料の印刷がはっきり出ていなくて、

地図が消えてしまいましたが、当日、ＢタンクエリアのＡ１タンクというタンクエ

リアで作業をしていました。ここは先ほど見ていただいたＨ６エリアのやや海側に

あるところです。こちらのほうで底板のボルト撤去作業を実施しており、そのとき

の作業環境モニタリングということで、ダスト濃度は、作業前は1.3×10-５Bq/cm³だ

ったのが、作業中は、中に人が入って、ダストがやや舞い1.7×10-３Bq/cm³であった

というような状況です。 

  14ページ以降が、この作業員に対してどういう処置をしたかと、聞き取り調査等

を実施した結果です。まず、作業員への処置ということで、その汚染が検出された

鼻周辺の拭き取りを行いました。検出限界未満まで除染しまして、構内にある休憩

所の中に一回退出しました。さらに、入退域管理棟に移動しまして詳細測定を実施

したところ、顎に汚染が確認されたので、こちらについても拭き取り除染を行って、

検出限界未満まで除染して退出していただいています。 

  次に汚染に関する聞き取り結果ということで、作業計画、防護措置に基づいた保

護衣・保護具を適切に着用していたということです。 

  脱衣の際には、装備交換所において補助員が脱衣を行いまして、休憩所において

もその手順どおりに脱衣を行っております。 

  事象発生時のダスト濃度も、特に高いというわけではなくて、ほかのタンク解体

と同等であったというような状況です。 

  同一作業者については、汚染が発生していないというようなことでした。 

  先ほど皆さんも全面マスクをおつけいただいたと思いますが、全面マスクを最後

に外す際に、親指でマスクを締めつけるゴムひもを緩めて、そのままマスクのこの
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顎、この顎のところに親指をこういう感じでかけて、ぐっと持ち上げたような手順

でマスクを外したということが、聞き取り調査結果から判明しています。 

  15ページは、原因と対策ということで、確認された事実としては、まず、マスク

の性能ですけれども、フィルターが正しく装着されておりまして、そのフィルター

自体もちゃんと性能が確保されているというのは確認しています。 

  それから、全面マスクのフィルターの内面や面体内部ですが、マスクのこのフィ

ルターの白い部分、このフィルターを通過した後の空気が流れる場所には汚染が検

出されなかったということですけれども、この裏側のマスクの内部のこのノーズカ

ップといって鼻と口が当たるところには、なぜか汚染が確認されたということです。 

  その接触面でも、顎の部分を除き、汚染が確認されませんでした。普通、内部取

り込みがあったと、ダストを吸ったという場合には、例えば、顔とこのマスクのす

き間から入ったのではないかとか、このフィルターが壊れていたのではないかが疑

われます。フィルターを通った空気というのは、フィルターを通って、この面体の

透明な部分を通って口の部分に来るのですが、そういった部分については特に問題

がなかったことを確認しています。 

また、作業状況からでも、作業内のリークチェックはちゃんとやっていて、アノ

ラックと全面マスクをテープで養生し、マスクが曇るとか、リークを疑わせるよう

な兆候がなかったということで、作業中には吸い込んでなかったのだろうと考えて

おります。やはり先ほどのマスクを外すときの顎の部分に親指がふれたというとこ

ろが、一番の原因だったと考えています。 

マスクをさわり、汚染した手で顔面をさわってしまって、この汚染を吸い込んだ

というふうに原因としては推定しています。 

  再発防止対策ということで、９月10日から入所時の放射線防護教育に、誤った外

し方をしてはいけないということを反映しまして、周知徹底しています。 

  それから、所内へのポスター掲示も９月９日から実施して、作業員の皆さんに正

しくマスクを外しましょうということを周知しています。 

  被ばく評価結果は、先ほども申しましたとおり、シナリオで顔面に付着した汚染

を吸い込んだことによるものとして被ばく評価した結果が、約0.01mSvでしたという

ことです。 

  それから、16ページは参考情報で、こういった内部取込みが発生したことを所内



-16- 

にも、この緊急ＯＥ情報といいまして、周知した書面をこちらに参考につけていま

す。御説明は以上です。 

○東京電力 

続きまして、資料６です。事前に提出させていただいておりますが、差し替え部

分の説明をさせていただきます。 

 １枚めくっていただきまして３ページ、４ページ、６ページのところの災害発生

状況ということで、度数率は暫定で吹き出しがあるかと思います。昨日、度数率が

確定しましたので、差し替えという資料を入れています。 

  具体的には３ページのところ「1.56」といったものが「1.58」になります。それ

から４ページ目ですが、「0.99」という度数率が「1.00」。それから６ページ目に

移りますが、上のグラフの「0.99」というものが「1.00」、その下の「0.28」とい

うものが「0.29」という度数率に変わっています。こちら差し替えのほうにその値

を記載しておりますので、御確認いただきたいと思います。 

  それから、10ページ、11ページ、12ページに災害一覧ということでお示しをして

いますが、先日皆さんにお送りした資料では、ここに当社の主管部、それから企業

名が記載されておりましたので、今日配付しております資料につきましては、その

部分は削除した形で御用意させていただいております。以上です。 

○東京電力  

東京電力からの説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 

○議長  

ありがとうございました。 

  それでは、ただ今の説明や午前中に現場で確認したことにつきまして、委員の皆

様から御質問等がありましたらお願いしたいと思います。 

○石田委員  

御説明ありがとうございます。 

  質問は、今説明いただいた資料５のフランジタンク解体方法についてですけれど

も、最終的には、それほど大きなダストの吸引にはならなかったと思うのですが、

やはりいろいろな経歴の作業者の方が現場で作業をするという状況において、東電

さんとしては、こういった防護マスク関係について、どういった着装の指導とか、

あるいは注意点を作業者一人一人にどの程度伝えているのかというようなことを御
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紹介いただけないでしょうか。 

○東京電力  

御質問ありがとうございます。 

  資料でいうと15ページになりますが、再発防止対策にも書いています入所時の放

射線防護教育というところで、そのマスクの着脱方法については作業員の方に御説

明しています。つまり、その放射線業務従事者として登録する、発電所に入る前に

その教育を受けていただくわけですが、これが丸一日、もちろんマスクの着脱以外

にもいろいろな放射線管理上のルールを教育するわけですけれども、ほぼ丸一日、

教育をして、その中でマスクの着脱の方法についても教育を作業員の方に受けてい

ただいています。 

  マスクの着脱方法は、16ページの写真に示してありますような内容ですが、例え

ばマスクをつける方法であるとか、今回、外すところでダストを吸い込んでしまっ

たということですので、正しい外す方法ということで、16ページの写真に示してあ

りますとおり、○と書いてあるほうの写真ですけれども、マスクのフィルターの部

分をぐっと持って、要は肌に触れないように、フィルターの部分を持つと外しやす

いので、そのフィルターの部分を持って外してくださいと強調して教育をするよう

に、９月10日以降は反映しています。もちろんこの前、これ以前もマスクを外す方

法については教育していたのですが、ここのところは９月10日以降、さらに強調し

て作業員の方に御説明しているような状況です。 

○石田委員  

作業中のマスクのずれではなくて、作業員の外し方に問題があるということです

けれども、本当に作業中は適切に装着していたのに、外すときだけ汚染がくっつく

ような外し方をしたというのが、ちょっとよくわからないのですけれども。 

○東京電力  

マスクが、例えばずれたとか、作業中に放射性物質を吸ったというようなことを

考えたときに、その空気が通る経路としては、こうやってぺたっと顔にマスクをつ

けていますから、ここの面体の顔に密着している部分が、例えばマスクがずれたり

したら入ってきたりだとか、また、フィルターがこうやってついているわけですけ

れども、例えばこのフィルターがとれていると、ここから生でそのダストを吸い込

みますので、それがマスクの中に入ってきて、それを吸い込んでしまったりという
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ようなことになります。こういう２つの経路を考えたときに、マスクの顔に密着す

る部分は、特に汚染がなかったです。当然マスクがずれてここから吸い込んでいれ

ば、ここのどこかがやっぱり汚染しているはずで、こういった部分にはその汚染が

ありませんでした。 

また、例えばフィルターが壊れていたとか、フィルターが破れていたとか、要は

壊れていた状況を想定いたしますと、ここから入った空気というのは、実は、一回

この顔の透明な部分に入って、その透明な部分の空気がこのノーズカップと言われ

ているこの部分に吸い込まれていって、それを吸い込むと、口から吸い込むという

ことになります。しかし、この面体の部分であるとか、フィルターの内側であると

か、その空気の通り道の部分に汚染がないということは、やっぱりその作業中に吸

い込んだわけではないと、当社としては推定しているということです。 

○石田委員  

マスクを外すときにチオックス（手袋）をつけていて、そのチオックスが汚染さ

れているときにマスクを動かすと、たまたまそういったものが吸入するというよう

なことにもなりかねないのではないかと思っているのですが、作業者個人個人に、

こういったマスクのつけ方をすると、性能どおりの効果が発揮できるというような

ことは、何か事前教育としてはされているのでしょうか。 

○東京電力  

マスクをつけた後に、リークチェックを必ずやってくださいと教育しています。

端的には、このマスクのフィルターを両手でゴム手で塞いで、そうすると空気が漏

れていれば、やはりマスクは正しくつけられてないということですので、それを必

ずやってくださいということは教育の中で当初から作業員の方に教育を受けていた

だいています。 

○石田委員  

今おっしゃったことは非常に大事なことだと思うので、ぜひ、再度、徹底方よろ

しくお願いしたいと思います。ありがとうございます。 

○兼本委員  

今のに関連して、汚染が付着した手で誤ってとありますけれど、手袋を外す手順

とか、ほかのタイベックのどこかに汚染があるとか、そういうところの確認はやっ

ているのですか。マスクだけに注目はされていますが、最終的にはそこだと思うの
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ですけれども、手袋を外す手順とかは問題ないのでしょうか。 

○東京電力  

正しい手順でやっていれば、汚染が出ないような手順でやっていまして、具体的

にはゴム手袋を二重で現場に行っていただいて、二重のその外側は汚れていますの

で、脱衣するときに、まず一番最初に外側を外してくださいと。それできれいにな

った内側の手袋で脱衣をしていただくわけですけれども、一方でマスクの外側とい

うのは、やはりタイベックの外側と同じように汚れていますので、ここをきれいに

なった手袋でさわってしまうと、また手が汚れてしまうことになるわけです。 

○兼本委員  

それはどういう手順に最終的になったのですか。 

○東京電力  

その手順は変えていません。ですので、マスクの外側は汚れている可能性があり

ますので、実際にマスクを外すときには、皮膚にさわらないように、このフィルタ

ーの部分を持って外してくださいというふうに。例えば今回の人は、こうやって、

ここの部分で汚染してしまったわけですから。 

○兼本委員  

私が聞いているのは、今回、手袋は正しい手順で、最初の一番上のゴム手袋を外

してとったのかということです。 

○東京電力  

そこは間違いありません。 

○兼本委員  

それは間違いないですね。 

○東京電力  

はい。 

○兼本委員  

かつ、マスクの表面は汚れていたのですか。中は、吸着口は汚れてなかったとお

っしゃっていましたけども。 

○東京電力  

はい。マスクの内面は。 

○兼本委員  
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外面は汚れていた。 

○東京電力  

外面は汚れていました。 

○兼本委員  

そうするとその汚染が、手から顔に行ったのですけれども、最終的にどこの汚れ

が手について、顔についたかまでは突きとめていないと考えていいのですか。 

○東京電力  

結局、状況証拠から積み重ねるしかできないのですけれども、正しい手順で外し

て、脱衣して、マスクの外側を手でさわり、手が汚れてしまって、その手でぐっと

外してしまったので汚れたのだろうと、状況証拠からそう考えています。 

○兼本委員  

言いたかったのは、マスクの外し方はもちろん最終的に大事ですけども、その前

にゴム手袋を脱いだときに、きれいになった手でまたマスクをさわって、そうする

と汚れる可能性があるということまで教育はされてるのですよねということです。 

○東京電力  

教育につきましては、この事象が発生する以前は、きちんとつけていただくとい

うことを主体的にして教育を行っていたわけですが、今回の事象を受けまして、や

はり取り外すときに汚染が手に伝搬する可能性がありますよと。そうすると今回の

ようなリスク、内部取込みに至るようなリスクがありますと。なので外すときも、

当然その皮膚にさわらないように、あるいは取り外すときにそのフィルターの部分

を持って外すということをすれば、手が万一汚染したとしても、内部取込みに至る

ようなリスクは防げますというような内容で、今教育させていただいています。 

○兼本委員  

そういう教育は、今回の事象を受けて始めたのですか。 

○東京電力  

大変申し訳ございません。今回の事象を反映して、そのように強調してお話しさ

せてもらっています。 

○兼本委員  

我々立ち入りのときには、着る順番、脱ぐ順番というのは、かなりしっかりとル

ールどおりにやっていると理解していまして、今みたいなこともあるので、ぜひこ
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れから気をつけていただきたいという意味での質問です。 

○東京電力  

承知しました。 

○片倉委員  

私、今日初めて参加させていただいて、今までの会議でいろいろ出ているだろう

と思うのですが、少し教えてください。 

厚生労働省から福島第一原発の安全衛生管理のためのガイドラインというのが発

出されておりまして、その中で、毎月１回ごと、いろいろ安全推進協議会とか開催

しなさいというのが規定されております。教えていただきたいのは、日々の安全施

工サイクルとして、東京電力さんがどのようなことをやられているか。例えば、ミ

ーティングをやっていますとか、パトロールをやっていますとか、日々どういう活

動をやっているのか、教えていただきたいのですが。 

○東京電力  

ありがとうございます。 

  日々の工事管理という意味合いでは、毎日、企業さんのほうで朝、ＴＢＭ－ＫＹ

ということで危険予知活動をやられています。それに各工事主管グループの工事監

理員が、その都度というわけではありませんが出席をしてＫＹを一緒にやるとか、

あとは日々の工事管理で現場に行きますので、そのパトロールの中で、危険箇所、

危険行為の指摘ですとか是正、そういったものに努めております。 

  あとは、毎月決められた日に特別管理職と企業さんの所長クラスの方が集まりま

して、今現状は月に２回になっていますけれども、それぞれの持ち回りの部署で、

その部署を回って、そこでまた同じように危険行動ですとか危険箇所、そういった

ものを抽出是正ということを行なっています。 

  またそれとは別に安全推進協議会というものを企業さんと当社でつくっておりま

して、その安全推進協議会の中でもパトロールを月に２回実施をしているというこ

とで安全管理をしているということです。 

  そのほかには、現場のパトロールではありませんが、月に２回、安全推進協議会

の所長クラスの方が当社の人間と集まって、安全に関する連絡事項ですとか注意事

項、そういったものの周知徹底を図って安全活動をしている状況です。 

○片倉委員  
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その日々のパトロールなどで発見された問題点というのは、東京電力さんの中の

ほかの部署にも水平展開できるような仕組みにはなっているのでしょうか。 

○東京電力  

１つは、水平展開という意味では、何か問題などありますと、不適合管理という

ものを前からやっておりまして、その不適合管理の中で水平展開すべきものは、そ

の場で関係各所、それから企業さんに水平展開を図るということで進めております。 

  それから、毎月、各企業さんに当社の防災安全部が出向きまして安全診断という

ことで、企業さんがどんな安全活動をやっているかというお話をさせていただいて

います。その中で、これは水平展開に値するいい行為だというものについては吸い

上げて、隔月でやっている安全会議の中で、この企業さんはこういういいことをや

っているので、参考にして水平展開を図ってくださいとお話をしていまして、８割

ぐらいの事項を各社さんがいいということで、水平展開を図っていただいていると

いう状況です。 

○片倉委員  

あと細かい点で、車両解体のところとか、タンクの解体のところも含めまして、

そのほかいろいろ重機を使用されているのですが、当然、重機を使用する場合の措

置義務は使用する側にあるのですが、特定自主検査であるとか、あとはオペレータ

ーの有資格者の確認は、東電さんとしてもされているのでしょうか。 

○東京電力  

重機に関する管理ですけれど、弊社の中、確認が２種類ございまして、１つは、

東京電力が自分たちの資産として持っている重機です。 

これは、東京電力内で管理部門を決めまして、それから、請負会社も１カ所決め

た中で、特自検（特定自主検査）の対応ですとか、それらに関するメンテナンスも

含めて責任を持って管理しております。 

  それから、もう一つは、通常の工事と同じ請負契約でやっている中でして、これ

らに関しましても持ち込みの重機ですとか、それから、オペレーターさんは、実は

先ほどの当社重機も貸した先のほうでオペレーター用意していただきますが、そう

いった方たちの資格の確認については、通常の安全サイクルの中で確認をする仕組

みになっております。 

○河井原子力専門員 
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危険体感施設の御報告に関して、少しお伺いしたいのですが、この体感施設自体

は、発災前から施設をつくられてずっとやってきた、伝統にのっとったものだろう

と思いますので、ぜひやめないで続けていただきたいのですけれども、資料の２ペ

ージのところに、訓練項目として十幾つか項目が挙げられています。これが本当に

十分なのかどうかということに関する質問ですけれども、何かトラブルがあって、

それの再発防止とか水平展開だとか、そういった発想で出てくるようなものが少し

多いかなというふうに見受けました。 

  今、１Ｆで行われている作業は、どちらかというと保修的な要素が大きいものが

多いのではないかと。運転的なものというのは、今プラントの状況がこうですから、

当然あまりないわけですけれども、一方発災前の発電所を見てみると、運転と保修

と大体作業としては二分されるわけですけれども、運転のほうの訓練は多少形式的

な嫌いもないわけではないですけれども、訓練のプログラムをどうつくるか、一応

そのつくり方の流れというのが確立されつつあったと思います。何かというと、ジ

ョブタスクアナリシスをまずやる。運転員が何をやっているかということをかなり

細かく分析をし、それに対してＫＳＡ（業務分析結果）リストをつくる。スキルと

いったものを明らかにして、リストをつくる。この時点で相当膨大な資料になるわ

けですけれども、それに対してシミュレータを使うなら使う、口伝え的に伝えるな

ら伝える、あるいは自主的に勉強するなど、いろいろ手法でそのスキルを身につけ、

ナレッジを勉強して身につけるということをやってきた、という流れが確立されて

いたと思います。それに対して保修的な作業は、余りそういう流れがまだ確立され

てないところで発災して、現状に至っていると思います。 

  この先、プラント寿命と同じくらい、もう四、五十年という期間、作業を続けて

いかなくてはいけないわけですから、短期決戦ではないので、やはり運転の訓練プ

ログラムで確立されてきたような考え方を使って、再発防止という事柄の考え方だ

けではない、ここにあるような危険体感も含めて、この現場の作業員、東電さんの

プロパーの人だけではなくて、現場の作業員の人たちも含めた訓練プログラム、安

全に係るプログラムをつくっていただくような流れはないのかをお聞きしたい。 

○東京電力  

御意見ありがとうございます。 

御指摘のとおり本施設に関しましては、目的のところでも記載させていただいた
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とおりですが、まず、１Ｆで多く発生している災害がありまして、そこを重点的に

つぶしていくところが当初の目的にもありましたので、この施設に関しては、今の

ところ、そういった御指摘のとおり水平展開というところではなくて、過去の事故

事例等を二度と起こさないという意味合いの施設になっているところは事実です。 

  今現状、まだこのカリキュラムというところで１２カリキュラムを担っているの

ですが、基本的にはここで終わりというふうには考えてはおりません。この先どう

いう訓練をこれからつくり上げていくかというところの計画は今立てていませんが、

いただいた御意見を参考にしまして、ここの施設の充実等も図っていければという

ふうに思っております。御意見ありがとうございます。 

○河井専門員  

ぜひお願いしたい。先程も言いましたが、運転員の数十年の中で数十回繰り返す

という繰り返し作業の運転プログラムではない、数年ごとに状況が変わっていく中

での、そういうことに携わる人たちの訓練はどうなのかということなので、少し趣

が違うというのは重々承知ですが、ぜひお願いします。 

  ほかの事業者さんも含めて、発災前に起こった保修作業の、特に人身にかかわる

トラブル、事故といったものも振り返って分析して、何かこういう体感訓練に取り

込めるものがあれば取り入れていただきたいと思います。 

○東京電力  

ありがとうございます。 

○藤城委員  

２つほど確認したいのですが、１つは、先ほどタンクの中の作業基準のお話があ

りましたが、内部汚染事故の後に決められたのですか。というのは、御説明であり

ましたが、内部汚染事故の作業基準というのは、御説明があった10-５のレベルより

大幅に高い、超えるところで作業をしていたよう見えます。汚染経路からいうと、

それは直接関係なかったかもしれませんけれども、作業環境の管理としての確認が

一つと。 

もう一つは、資料６で人災発生状況の御説明が資料でありましたけれども、従事

日数が非常に少ない方の割合が非常に多くなっているというところがあって、何か

それに構造的な理由が何かないかというふうに感じてしまいます。例えば、作業者

の中で比較的作業日数の少ない方が増えているとか、あるいは新しく入った方に対
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する教育の仕方に何かもう少し考える必要があるようなところがあるのか、その辺

のところをもしあればお聞かせいただきたい。 

○東京電力  

それでは、１点目にありましたタンク内部の状況ですが、５×10-５Bq/cm３という

のは、タンクを開放したときに外部に放射性物質が飛散してないかというときの管

理基準値になっていまして、今回、内部取込みした作業については、タンク内のボ

ルトを間引いていた状況になります。その状況は、もうタンクが閉室状態、外に漏

れ出さないような状況になっていまして、５×10-５Bq/cm３よりは高いダストが飛散

していた状況になります。そこの作業管理につきましては、タンク内のダストの測

定をしながら、なおかつ作業員さんのフィルターの限度値がありますので、そこで

協力企業さんの放管員（放射線管理員）が、そのダストの量、あとはマスクのフィ

ルターの汚染の状況を見て、作業時間を今日は何分とか何十分という決め方をして、

随時確認しながら行っている状況なので、タンクの閉空間の中では、少しダスト濃

度は高い状況になっています。 

○藤城委員  

わかりました。開放するときの基準として決めたのは、それは先ほどの作業管理

基準ですよね。 

○東京電力  

そうです。５×10-５Bq/cm３がタンクを開放した状況です。 

○藤城委員  

閉めたときは、また別途、別な管理をされるということですね。 

○東京電力  

そうです。あくまでも閉室状態のときは、作業員さんの被ばくも限度を決めなが

らやっております。 

○東京電力  

２つ目の御質問の入所まだ浅い方の災害ということですけれども、これについて

は、先ほども少し私から安全会議というものをやっているというお話をしました。

前回９月にこういった災害の事例が多くなってきているということを踏まえて、各

企業さん集まっていただき、当社と一緒に、何で半年くらいの作業経験の浅い人の

災害が多いのかということでお話をしています。その中で出た意見が、１つは、や
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はり新しく来た人というのは、今までの作業環境と違って、マスクをしたりだとか、

すぐ水を飲めないだとか、そういった環境下でやっていて、緊張感があり、安全の

意識が少し薄れるのではないかというようなところ。それから、作業によって、特

に建物の建築とかそういうものですと、建具の組み立てだとかスポット的に入って

くる方が結構多いらしいです。そうすると、それだけ新しい作業経験の浅い方が入

ってくる率が高くなるというところもあって、最近特に、今年度はそうですけれど

も、半年以下の方の災害ということが半分くらい、半分強出ている。それを踏まえ

て、お配りした資料６の９ページのところに書かせていただいていますが、先程話

した安全会議の中で、皆さん企業さんからいただいた意見を踏まえて、当社、それ

から、ここにいらっしゃる企業さんで１つの安全宣言をして、その安全宣言をもと

にしっかりと作業経験の浅い方の災害を防止していこうということで取り組んでい

ます。そこに書いてあるとおり、安全宣言ということで、「目配り気配り心配りで、

チームで１Ｆ経験の浅い作業員をケアする」と。要は、しっかりと作業前には対面

で、その作業経験の浅い方がちゃんと体調管理できているか、体調が悪くないかと

いうチェックですとか、あとは作業に入った段階でもこまめに声かけをして、体調

は悪くないかだとか、気分が悪くないかだとか、そういうことをやって、しっかり

未然防止に努めていくということを今進めているところです。 

○藤城委員  

ありがとうございました。ぜひ、これから増加傾向がなくなるように努力をお願

いします。 

○東京電力  

ありがとうございます。 

○岡嶋委員  

フランジタンクの解体方法で少し御質問させていただきたいと思います。 

  お示しいただいた、あるいは今日見学させていただいたのは、実際にフランジタ

ンクを天板、側板、底板と解体するところまでの、そしてその過程でのダスト飛散

という点まで考慮されて実施されているのですが、解体というと、天板、側板、底

板を細かく解体し、その解体物を最終的にどこに保管するか、その保管までの過程

を含めて解体になるのではないかと私は思っています。そうだとすると、本日紹介

されたことは、途中までのことが説明されているのであって、最終的にこれら解体
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された天板、側板、底板をまたさらに溶断するなりして細断化してということであ

れば、そこの過程でもまだ汚染とかも考えられると思うのです。そこで、どこまで

これを細断するのかも含めて、少し教えていただけたらと思います。 

  それともう一つは、その過程に対する労働の観点でのポイントというのがあれば、

それも教えていただきたいと思います。 

○東京電力  

フランジタンクの解体から一時保管までという流れで御説明させていただきます

と、今日見ていただいたのは、現地でのタンクの解体というところで、これをまず

解体した部材を一時的にテントで屋内保管を行います。そこから随時取り出してい

って、減容化施設というところでフランジタンクの部材を切って減容化していきま

す。その減容化した部材をコンテナに積み込みまして、一時保管エリアに運搬をし

ていくと。まだできてはいませんが、今後はそれを除染していくという流れで全体

のフランジタンクの解体のスキームができていくという流れになっております。 

  フランジタンクの解体の部分については土木の部門が行いまして、ここでテント

に持っていったところで、今度、減容化する部署に引き渡しを随時行っていくと。

減容化し終わってコンテナに詰めたら、今度は廃棄物側の一時保管側に引き渡しを

行っていくというところで、少し部門を横断しながら行っていっているという状況

になっております。 

○岡嶋委員  

そうしますと、２ページのところに書かれている、解体済み基数で150基と書かれ

ているのも、今まだ、テントに一時的に置かれている状況であるとのことですね。

私が気になったのは、除染とおっしゃられた作業ですけれども、そういう作業はま

だされていないという理解でいいでしょうか。 

○東京電力  

はい。まだ除染は行っていません。コンテナに詰めて、構内の一時保管エリアに

保管している状況になっております。テントには、もうほとんど部材は入っていな

い状況になっています。 

○岡嶋委員  

除染というのは、今おっしゃっているので言うと、一旦固定化しようという形で

先行塗装をした後、それを除くということですか。 
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○東京電力  

そうです。そこの除染をしていって、多分、ある閾値まで汚染レベルを下げてい

くという作業になると思います。 

○岡嶋委員  

そうですか。じゃあ、今度そういう作業が、今後行われる。そのときに、放射性

物質の取り扱い等々の管理あるいは教育も含めたいろいろな注意点が発生するであ

ろうということが、これからあるという理解でいいですか。 

○東京電力  

はい、そうです。 

○岡嶋委員  

わかりました。ぜひ、そのときはまたそのときで、注意深くやっていただきたい

と思います。ありがとうございます。 

○原委員  

１点教えていただきたいのですが、車の解体のところで、日本ペイント製のフリ

ーベストという飛散防止のための散布剤というのが出てきましたが、御説明の中で

は、まず湿潤にして、それで埃ごみの飛散を防ぐと。それを手順の前にやるという

ようなことをおっしゃっていたのですが、これは１号機の上に散布するのも同じよ

うなものですか。濃度的には同じものかというのと、それから、これは湿潤にとい

う間だけ効果を期待しているものなのか。乾いたら何かわりと強固な膜をつくって、

ふだんから飛ばないような効果もあるのだというような御説明が前にあったような

気がするのですけど、それと同じものなのかどうか教えてください。その場所場所

の作業車両によって使い方が違ったり、効果について違うようなところに対して使

われているのかというのも、一応教えていただきたい。 

○東京電力  

今回の飛散防止剤として設定したのは、日本ペイント製のフリーベストというも

のですけれど、これは、１号機と同じかという点では、材料は違うものを選択して

います。ただ、機能的なものは類似のものでして、これはもともとアスベストの解

体工事をするときに、アスベストが飛散しないように固着させるものです。我々、

その日その日の作業で行うので、扱う最初の状態ではもちろん湿潤な状態ですが、

これは表面に固着するような形になりますので、乗用車程度ですと１日で作業が終
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わってしまうのですけれども、先ほど見ていただいたトレーラーですと、やっぱり

３日ないし４日とかかかる場合もありまして、そういうのは重ねて噴くというよう

なこともあります。 

○原委員  

すると、湿潤なときでも埃を抑えるけれども、それが固まったら固まったでまた

抑えてくれると。その二重の効果に期待したものととっていいのですよね。 

○東京電力  

そういう意味でアスベスト用のものを利用させていただいたということです。 

○原委員  

わかりました。フランジタンクの内側に塗られるというペンキの話がありました

けれども、あれは固まって、それで要するに遮へい効果のほうですよね。 

○東京電力  

フランジタンクのほうは、閉所空間での散布になりますので、ちょっと有機溶剤

は使えないというところで、水性の塗料をふいて、ダストを固着させてあげると。 

○原委員  

やはりそれも固着のほうに期待してやっているのですね。 

○東京電力  

そうです。遮へい効果はございませんので、あくまでも放射性物質を固着させる

という意味合いで。 

○原委員  

では同じようなものですね。なぜに日本ペイント、フリーベストというのを選択

しないのかという話ですけど、違うのですか。塗りやすいのですか。 

○東京電力  

そうです。いろいろ塗料は機械と、先端のチェックとか、距離とか、回転速度と

かいろいろ。 

○原委員  

そういう機械化で使いやすいというのと操作性の問題と。わかりました。どうも

ありがとうございました。 

○議長  

そのほかありますか。 
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○兼本委員  

少し簡単な質問とコメントですけれど、車両解体で、不稼働車の処分で、使わな

いやつ、使用禁止を青にして、使うほうは赤にするのですけど、放射線のほうは赤

が一番危険なところですよね。そういう意味で、安全標語がいろんなところに書か

れてあって、これは非常に良いと思いながら見ていたのですが、逆に体系立って書

かないと、どれを見ていいのかわからないのではないかとか、そういうところに通

じる赤と青の使い方はというような気もして、どこかでまとめて体系的に考えてい

るような部署があるのでしょうかという質問です。 

○東京電力  

こちらの整備をやっております福富と申しますが、一番初めに赤い車両、赤のス

テッカーで目立たせて、これは汚染している車両ですよという形から始まってしま

って、後からこういう削減をしていって、青いステッカーに変えましょうという形

になってしまったので、そういうところまで考えてつくっていませんでした。 

  今後、変えられるならば考えて、検討していきたいと思います。どうもありがと

うございました。 

○兼本委員  

安易に変えて混乱するのはまずいと思うのですが、非常にそれぞれいいことが書

いてあるので、いろんな標語をぜひ体系立てて、本当に役立つようにしていただき

たいということです。 

○村山委員  

１つ、車両の件なのですが、2020年までに1,000台ぐらいかえていこうというお話

ですが、これは現在使われているもののほうを除染してかえていくのか、あるいは

完全に置き換えてしまうのか、その両方が入っているのか、そのあたりもう少し教

えていただきたい。 

  それからもう一つ、フランジタンクの解体の件ですが、写真を拝見すると、４段

あるうちの一番下の段のところで中で作業をされて、かなり高い中で作業されてい

るように思うのですが、先ほどのお話で、この段階でかなり濃度が高くなっていて、

100倍ぐらい高いと思うのですけど、これがどうやって下がっていくのかがよくわか

らないのですね。この段階での作業管理基準は守られているのか。この100倍ぐらい

の濃度がどうやって下がっていくのかというのをもう少し教えていただけるとあり
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がたいです。 

○東京電力  

除染の関係ですけれども、先ほど見えたものと違って低線量ですので、除染は特

に考えていないです。とりあえず一時保管場所にまず保管しておいて、解体できる

準備ができましたらまた順次解体していくという形です。一応、解体する際には、

先ほどサーベイもしていましたので、高いところであれば除染する場合もあります

けれども、原則的には低線量の車両と、赤いステッカー張ってある車はそういう形

で整理していきたいと思っております。以上です。 

○東京電力  

フランジタンクの解体について回答をさせていただきます。 

 まず、天板から２段目までの解体をしていく際には、タンクの中は管理基準値以下

にずっとなっております。今回、１段目と底板を解体する際に、作業員さんが中に

入るときも、入ったときはまだ作業管理基準値以下ですが、実はこのボルトを外す

ときに、ボルトナットを外していった瞬間からダストが舞っていってしまうと。実

際ボルトを外すときは、そこにダクトを持ってきて、局所排風機でできる限りダス

トは回収していきますが、どうしてもその回収し切れない部分がありますので、タ

ンクのマンホール部にもう一つ局所排風機をつけております。実際にそれを外して

いった後に、掃除機で全て、粉じんがない状況で全て掃除を行うと、管理基準値以

下にタンクの中が収まるという状況になっておりまして、ボルトを外した作業中だ

け、どうしても粉じんが舞ってしまうという状況になっております。 

○村山委員  

一時的にかなり高くなっていると。 

○東京電力  

はい。 

○村山委員  

回収されたものはきちんと処理されているということですか。 

○東京電力  

そうです。その舞ってしまっているダストを、しっかり最後掃除をしてあげると、

タンクの中は基準値以下になるという状況になっております。 

○大越委員  
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フランジタンクの解体、何回も質問されていて恐縮ですけれども、作業の現場で

作業終了後にマスクの汚染検査もされているという話ですけれど、その作業現場は、

なかなかバックグランドレベルが高いのかもしれないのですが、結果的には今回、

マスク表面に残存していた、ついていたと思われる汚染が着脱所まで持ってこられ

たという結果になっていると思うのですね。なるべく汚染をきれいなエリアに持ち

出さない、その作業現場にとどめるという観点からは、作業終了段階で汚染がない

ことの確認、あるいはその汚染が想定されるならば、もうそこで、廃棄物が発生し

てしまうのかもしれないですけれど、マスクの表面の拭き取りを行うとか、そうい

うことをやっていかないと、なかなか汚染の広がりといいますか、持ち込みが防げ

ないのではないかなと思いますので、その辺り御検討されているのかどうかを教え

ていただきたい。 

もう１点、今回、線量、結果的に鼻腔か何かの測定の結果をもとに内部被ばく線

量0.01mSvというのを推定されて、β線による汚染ということで、体外からの測定で

は難しくて、計算評価をやられているのかもしれないのですが、バイオアッセイ的

な方法で評価しようとか、そういう検討はされてないのでしょうかというのが２つ

目の質問です。 

○東京電力  

まず１つ目の御質問ですけれども、今回、フランジタンク解体エリアで靴を履き

かえていただいたと思いますが、作業現場ごとに、チェンジングプレースというも

のを設定しています。 

そこで例えば、外側のアノラックというかっぱを脱いで、その汚染をそこで脱ぎ

捨てたり、それから、マスクもその現場で、自分ではなく、専用の装備着脱員とい

う人がいて、その人にマスクも一拭きはしていただいています。ただ、その上でど

うしても汚染レベルが高いエリアでの作業になりますから、やはり完全には除去し

切れなかったというものは、現場からその休憩所までは来てしまいますので、そこ

の水際のところをどうやって、可能な限りの除染はそのチェンジングプレースで一

応終了してやるように当社として協力企業さんと協力しながら努力しているところ

です。 

  それから２つ目のバイオアッセイについては、放医研とか、その内部被ばくに関

する関係機関といろいろ相談したのですけれども、この汚染レベルと、それから評
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価した数字から考えたときに、0.01mSvだということであれば、バイオアッセイは要

らないだろうというふうに放医研の先生やお医者さんに御判断していただいている

ということです。バイオアッセイが本当に要るということになると、例えば１週間

その人を、言ってみれば監禁というか軟禁して、排泄物全部をとったりなど、すご

い被験者の負担になるものですから、やはりそこのところはあまり小さい被ばくを

評価するために負担をかけるというのは合理的ではないだろうとお医者さんとして

は判断されたと当社は考えています。 

○大越委員  

わかりました。そういうことで、専門家と協議された結果がこういう評価になっ

ているということで理解いたしました。 

○宍戸委員  

立派なヘリポートを見せていただきましてありがとうございます。この中で、ド

クターヘリに関して、あのヘリポートにおりて運用できるということを実際見まし

たけれども、結構ドクターヘリの運用会社で、そういう放射線、放射能にかかわる

ところには運用したくないというようなグループが結構あるように聞いています。

どの範囲まであそこに運用していいという確認がとれたのか。多分、福島医大のド

クターヘリに関しては、いろいろ救急科の先生方が頑張ってオーケーをとってくれ

たと思います。いろいろ相互協定、例えば、茨城県から、あるいは山形、宮城県か

らも福島県内でドクターヘリを運用するというようなことを言われていると思うの

ですけれども、そちらのほうも確認をとられているのかを教えていただければと思

います。 

○東京電力  

ドクターヘリに関しては、多分、福島医大のドクターヘリのみだと思います。他

県からここへというのは、とれてないと思っております。 

○宍戸委員  

あともう一つ、１Ｆの救急医療室の医薬品の備品のところで、いろんな汚染の除

去剤のことですけれども、プルシアンブルーは入っているみたい。それとキレート

剤が、たしか２剤あったと思うのですけど、１剤しか準備してないのでしょうか。 

○東京電力  

下のプルトニウムなどの体内取り込み時の除去剤のＣａ－ＤＴＰＡというのが１
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つ。あと、セシウム等体内取り込み用の除去剤としてプルシアンブルー。 

○宍戸委員  

プルシアンブルーじゃなくて、これらのキレート剤もたしか２剤、この間、ＪＡ

ＥＡの汚染事故のときは、２剤使ったはずだと思いますが、１剤しか準備してない

のでしょうか。それともこれは、例示なので１剤しか表示してないということでし

ょうか。１種類しか。 

○東京電力  

資料３のぽつ２つのところでそれぞれ書かれていると思うのですけど、要は、α

核種のやつとβ核種のやつで、それぞれ違っていて、これで２剤とは言わないので

しょうか。 

○宍戸委員  

αの中に２通りありますけど、２通り。 

○東京電力  

ないです。うちはα核種だと１つです。 

○宍戸委員  

どうしてもう一つのほうを準備してないのでしょうか。それは、適宜それぞれの

状態に応じて使い分けるようになっているはずだと思います。 

○東京電力  

このキレート剤の仕様ですけれども、必ず発電所でやる、普及させるとか。 

○宍戸委員  

これは注射剤ですよね。 

○東京電力  

これは放医研の先生に連絡いたしまして、１投目を発電所側でするか、放医研へ

傷病者を送って、そちらで対応してもらうかというふうになっていますので、なけ

ればもう放医研のほうへ送るようになると思うのですが。 

○宍戸委員  

一応、今備蓄しているというか、持っているわけですよね。救急、ＥＲの部屋に。 

○東京電力  

ここに示してあるものは持っております。 

○宍戸委員  
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どうしてもう１種類、それほど高いものでもないし、準備をしておかないのでし

ょうかということです。放医研で、いやこちらを使えという指示があったときに、

その指示のほうを使えないということになると、大きな問題にはならないかもしれ

ませんけれど、そこは準備していただければと思います。 

○東京電力  

それでは、その件につきましては放医研と確認いたしまして、準備できるもので

あれば準備します。とりあえず放医研と相談してみます。 

○議長  

それでは、だんだん時間もなくなってきていますので、私から１点だけ。車両整

備の関係で、先ほど説明があって、９ページの今後の方向性ということについて、

考え方としてはいいなと思っております。 

先ほど2020年までに「ゼロ」を目指すという形が確定していればですけれども、

それを資料１のスケジュール観のところに今後落としていただければなというのが

まず１点。 

あと、その未点検整備車両がありますね。それについて当然、点検整備をしてい

くのでしょうけれど、以前のこの部会のときに、平成30年９月を目標にということ

でおっしゃっていました。当然、その目標なりは変わってないということでいいの

ですよね。そこに向けて整備を進めていく。先ほどのこの表というか、未点検整備

車両。そうすると、この考え方に基づいたスケジュール観的なもの、これを次回以

降、ここに年度配分もありますけど、それを落とし込んで、また見せていただけれ

ばなと思います。 

  それでは、時間もないので、まとめさせていただきますが、委員の先生からいた

だいた意見等については、しっかりと対応していただきたいと思います。また、特

に９月に起こった内部被ばくの関係については、ここに再発防止対策とありますけ

れども、それをしっかり徹底していただいて、それを踏まえてというか、起こって

しまっていますので、今後の問題が一番重要なので、それについてはしっかり徹底

していただいて、結果を示していただきたい。 

  あと、当然引き続き、作業員が安全・安心して働くことができるように安全対策

を着実に行うということと、先ほどお話にも出ましたけれども、事故が万が一起こ

った際については、この緊急救急の対応、救急医療の対応、さらには被ばく線量の
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管理、適切な管理の取組を着実に進めていただきたいと思います。 

  それでは、以上で終わりたいと思います。 

○東京電力  

東京電力のほうから、副所長の田南が一言申し上げます。 

○東京電力  

皆様、改めまして田南でございます。 

  今日はお忙しい中、立ち入り調査ということでお越しいただきまして本当にあり

がとうございます。それから、日頃我々の廃炉活動におきます日々、労働者安全、

それから衛生の部門で大変御指導をいただいておりますこと、改めてお礼を申し上

げたいと思います。 

  今日は、皆さんに現場を見ていただいたり、あるいは御説明をしたりしていく中

で、恐らく大分よくなったというところと、まだまだだというところがあったので

はないかと思います。我々、事故から６年半たって、随分さまざまな工夫をして、

現場は当時に比べると格段によくなったとは思っておりますけれども、まだまだ普

通の作業現場、普通に作業員の方が安心して働けるという現場まで持っていくには、

たくさんの課題が残っているというふうに思っています。特に午後のこのディスカ

ッション、御説明の中でも、幾つも御指摘をいただきました。全く我々からはこう

やっています、こういうふうにしていますというふうに御説明をしましたが、いた

だいた部分については課題ということでたくさん残っているところだというふうに

思っています。これからも長く続けていかなくてはいけない作業ですので、作業員

の方が安全に働けるような環境をこれからも継続的につくっていくべく努力をして

いきたいと思っておりますので、引き続き先生方には御指導、御助言をいただけれ

ば思っております。 

  今日は本当にどうもありがとうございました。 

○事務局  

それでは、これをもちまして、本日の労働者安全衛生対策部会による立入調査を

終了いたします。 

  本日はご対応ありがとうございました。 


